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七
月
十
二
日
此
花
会
館
で
第
五
五

回
大
阪
府
連
大
会
が
三
十
数
名
の
参

加
で
開
か
れ
ま
し
た
。
渡
辺
会
長
は

「
日
中
友
好
運
動
の
原
点
に
立
ち
返

り
日
中
不
再
戦
の
理
想
を
掲
げ
て
運

動
を
広
げ
よ
う
。
ウ
ル
ム
チ
暴
動
は

経
済
格
差
の
拡
大
か
ら
民
族
対
立
へ
、

初
め
て
漢
民
族
が
武
力
で
反
撃
し
た
、

チ
ベ
ッ
ト
問
題
と
同
様
の
深
刻
な
少

数
民
族
問
題
に
な
っ
て
い
る
」
と
開

会
の
挨
拶
を
行
な
い
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
日
本
共
産
党
の

山
下
芳
生
参
議
院
議
員
は
「
青
少
年

交
流
や
日
中
議
員
会
議
で
中
国
と
の

か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
小
泉
時

代
の
政
冷
経
熱
か
ら
戦
略
的
互
恵
関

係
に
な
り
、
歴
史
を
直
視
す
る
新
し

い
局
面
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日
本

共
産
党
な
ら
で
は
の
活
動
を
連
帯
し

て
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

再
建
し
た
奈
良
支
部
の
廣
田
仁
吉

支
部
長
が
「
ハ
ル
ピ
ン
駅
で
伊
藤
博

文
が
暗
殺
さ
れ
て
１
０
０
年
、
ノ
モ

ン
ハ
ン
事
件
か
ら
７
０
周
年
、
蟹
工

船
が
見
直
さ
れ
、
河
上
肇
の
貧
乏
物

語
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
に
そ

の
都
度
学
ん
で
新
し
い
観
点
で
の
運

動
を
」
。
兵
庫
県
連
の
兵
頭
晴
喜
理

事
長
か
ら
「
四
月
に
四
川
大
地
震
の

現
地
を
訪
問
、
被

災
地
の
写
真
展
を

神
戸
で
開
催
、
マ

ス
コ
ミ
も
と
り
あ

げ
、
大
き
な
役
割

を
は
た
し
た
。
孤

児
支
援
で
は
安
心

し
て
生
活
で
き
る

よ
う
各
地
で
支
援

府連通信

日
中
関
係
・
歴
史
を
直
視
す
る
新
し
い
局
面
に

府
連
大
会
開
く
・
原
点
に
立
ち
返
り
運
動
を
広
げ
よ
う

七
月
七
日
五
時
過
ぎ
か

ら
、
恒
例
の
七
・
七
行
動

を
七
名
が
参
加
し
て
淀
屋

橋
で
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
と
高
瀬
事
務

局
長
が
も
う
ひ
と
つ
の
七

夕
・
盧
溝
橋
事
件
か
ら
日

中
全
面
戦
争
へ
と
広
が
っ

た
歴
史
の
教
訓
や
不
再
戦

平
和
を
マ
イ
ク
で
訴
え
ま

し
た
。

『
日
中
全
面
戦
争
の
契
機

と
な
っ
た
盧
溝
橋
事
件
は
、

北
京
の
南
西
郊
外
に
あ
る

盧
溝
橋
付
近
で
１
９
３
７

年
（
昭
和
十
二
年
）
七
月

七
日
夜
、
日
本
軍
が
、
夜

間
軍
事
演
習
中
に
中
国
軍

か
ら
発
砲
が
あ
っ
た
と
し

て
、
攻
撃
し
た
事
件
で
す
。

日
本
は
、
す
で
に
そ
の
六
年
前
、

鉄
道
爆
破
の
謀
略
事
件
（
柳
条
湖
事

件
）
を
起
こ
し
侵
略
を
開
始
し

（
「
満
州
事
変
」
）
、
中
国
東
北
部

に
か
い
ら
い
政
権
の
「
満
州
国
」
を

建
国
し
て
い
ま
し
た
が
、
盧
溝
橋
事

件
を
口
実
に
、
中
国
へ
の
全
面
侵
略

を
開
始
し
ま
す
』

平
和
月
間
の
八
月
二
十
日
か
ら
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
を
開
催
し
ま
す
。

日中友好第４１回

全国きりえコンクール作品展
日 時：８月１９日(水)～３０日(日)

13：00～17：00（24日・25日は休み）

会場：大阪きりえセンター

（北区天神橋筋1-19-15・大証ビル２階）

入場無料

主催：日本中国友好協会大阪府連合会

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
九
州
に
負

け
な
い
よ
う
、
関
西
も
組
織
の
拡
大

を
」
と
連
帯
の
挨
拶
を
う
け
ま
し
た
。

議
案
の
提
案
を
片
山
理
事
長
が
行

い
、
各
支
部
か
ら
の
活
動
報
告
や
太

極
拳
教
室
の
取
り
組
み
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
渡
辺
武
会
長
以
下

二
八
名
の
新
役
員
を
選
出
し
「
世
界

で
大
き
な
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
る

中
国
と
の
友
好
運
動
を
広
げ
、
六
十

周
年
を
迎
え
る
協
会
を
大
き
く
し
て

行
こ
う
」
と
の
大
会
宣
言
を
採
択
し

ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
中
国
領
事
館
か
ら
、

来
日
一
ヶ
月
あ
ま
り
の
韓

斌
副
領

事
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

七
～
九
月
は
不
再
戦
平
和
月
間

淀
屋
橋
７
・
７
行
動
に
七
名
が
参
加

太
極
拳
夏
期
講
座
開
催
中

西
教
室
成
果
を
表
演

平和のための戦争展ご案内
日中１５年戦争・盧溝橋事件・南京事件
写真展・パネルや戦時品展示・ビデオ上映など

日 時：８月２０日(木)～２２日(土)

10：00～19：00(最終日16：00）

会 場：阪急北ビル４階（梅田･茶屋町）

日中友好協会内(日中文化センター）

主催：日本中国友好協会大阪府連合会

大
阪
府
連
教
室
と
西
支
部
教
室
の

定
期
太
極
拳
講
習
会
は
修
了
し
て
、

現
在
夏
期
講
習
会
を
開
催
中
で
、
九

月
か
ら
講
習
会
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

七
月
二
日
西
支
部
講
習
会
最
終
日

は
各
ク
ラ
ス
の
成
果
発
表
で
す
。

二
四
式
初
心
者
ク
ラ
ス
は
単
鞭
・

雲
手
・
単
鞭
ま
で
を
先
輩
と
一
緒
に

始
め
て
の
表
演
で
し
た
。
四
八
式
も

全
員
そ
ろ
っ
て
表
演
、

講
師
陣
は
太
極
扇
と
太

極
剣
を
表
演
し
て
、
七

四
期
太
極
拳
教
室
は
終

了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
久
し
ぶ
り

に
開
い
た
懇
親
会
で
は
、

話
し
が
弾
み
交
流
が
深

ま
り
ま
し
た
。
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会 長 渡辺 武

副会長 藤後博巳

理事長 片山英徳

副理事長 近藤好幸

副理事長 松尾 豊

事務局長 高瀬龍二

同次長 澤野井公夫

常任理事
石井勉

大上二郎

恒岡正勝

中根欣之助

松原弥寿夫

会計監査
大島彰吾

小野邦也

理 事
浅井和夫、荒崎博

尾中妙子、北川篤

栗山俊子、早乙女実

菅原正義、高橋朗

田中寛胤、土井一正

中村健二、原 繁

平松悦雄、前田尋

葭田正明

顧 問
久場真樹、桑原英武

野口政廣

参 与
梅川勉、岡田和義

加藤義明、西村成雄

細見茂、村田はな子

吉野俊宏

２００９年役員体制 第５８回全国大会で
表彰・顕彰された方々

３０年会員
中原 充雄

日本共産党北・福島地区委員会

２０年会員
稲富 久、 山上 俊夫

機関紙コンクール
佳 作：大阪府連通信

特別賞：大阪西支部ニュース

きりえコンクール
優秀作：田中陽子

入 選：岩﨑清司、竹原淑隆

日鷹修一

準入選：岩﨑清司、加藤みつ子

島尾多香、日鷹修一

三木哲郎、中野修悟

府連大会へメッセージを
いただきました

大阪府保険医協会、

大阪府歯科保険医協会、

大阪母親大会連絡会、

大阪商工団体連合会、

治安維持法国賠同盟大阪府本部、

関西合同法律事務所、大阪府アジア・

アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会、

日本ユーラシア協会大阪府支部連合会、

日本コリア協会・大阪、

大阪自治体労働組合総連合、

関西共同印刷労働組合、

日中友好協会・本部、東京都連合会、

京都府連合会、和歌山県連合会

愛知県連合会

久
し
ぶ
り
の
此
花
会
館
梅
花
殿
。
山

下
芳
生
参
院
議
員
、
日
中
兵
庫
県
連
兵

頭
理
事
長
、
日
中
奈
良
支
部
廣
田
支
部

長
を
来
賓
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
豊

か
な
激
励
と
連
帯
の
ご
挨
拶
を
、
ま
た
、

第
二
部
祝
賀
会
に
は
中
国
総
領
事
館
か

ら
新
任
の
政
治
文
化
担
当
・
韓
斌
副
領

事
の
ご
出
席
・
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

た
だ
、
今
大
会
の
参
加
者
は
例
年
よ

り
や
や
少
な
く
、
討
議
も
必
ず
し
も
盛

り
上
が
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
が
残
念

で
し
た
。
役
員
人
事
の
補
充
・
増
強
の

課
題
も
宿
題
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
、
深
刻
な
経
済
悪
化

に
よ
る
事
業
活
動
の
伸
び
悩
み
や
ウ
ル

ム
チ
暴
動
に
よ
る
親
中
ム
ー
ド
の
一
層

の
後
退
な
ど
、
困
難
な
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
新
た
な
支
部
再
生
強
化
の
動

き
の
見
え
て
き
た
堺
支
部
・
東
大
阪
支

部
や
定
例
会
議
・
定
例
行
事
な
ど
で
新

境
地
を
開
い
た
西
支
部
な
ど
の
話
を
聞

く
と
、
元
気
が
沸
い
て
き
て
、
や
は
り

大
阪
府
連
の
基
礎
を
な
す
多
く
の
支
部

の
建
て
直
し
こ
そ
来
年
の
協
会
六
〇
周

年
に
向
け
て
の
中
心
課
題
だ
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

思
い
も
か
け
な
い
東
京
転
勤
で
、
単

身
赴
任
生
活
も
こ
の
夏
で
２
年
に
な
り

ま
し
た
。

先
日
の
第
五
五
回
府
連
大
会
に
出
席

し
て
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
み
な
さ
ん
に
お

会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
六
月
の
全
国
大
会
で
語
ら
れ
た

福
岡
や
東
京
の
活
動
に
学
ん
で
以
前
の

よ
う
に
大
き
な
府
連
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
憲
法
を
変

え
戦
争
を
す
る
国
を
た
く
ら
む
勢
力
が

跋
扈
す
る
今
こ
そ
「
日
中
不
再
戦
」
を

か
か
げ
る
協
会
の
出
番
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
人
が
参
加
で
き
る
多
彩
な
取
り
組

み
が
組
織
を
大
き
く
す
る
鍵
だ
と
思
い

ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
東
京
で
は
十
五
日
に
、

盧
溝
橋
事
件
七
二
周
年
行
事
「
過
去
を

見
つ
め
未
来
を
考
え
る
夕
べ
」
が
あ
り

ま
し
た
。
日
中
以
外
に
、
国
際
平
和
友

好
団
体
の
日
朝
協
会
、
平
和
委
員
会
、

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会
の
全
国
・
東
京

の
組
織
の
共
催
で
す
。
個
々
で
は
弱
い

の
で
共
同
で
互
い
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
朝
日
新
聞
記
者
の
伊
藤
千

尋
さ
ん
の
「
活
憲
こ
そ
平
和
の
力
ー
変

化
の
時
代
が
始
ま
っ
た
」
の
講
演
。

こ
こ
ろ
温
ま
る
集
会
で
し
た
。

日
中
友
好
協
会
本
部
及
び
大
阪

府
連
の
一
年
間
に
亘
る
ご
尽
力
に

よ
っ
て
、
四
月
二
五
日
、
奈
良
支

部
が
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
大
阪
府
連
に
在
籍
し
活
動
し
て

い
た
少
な
く
な
い
会
員
と
元
会
員
、

趣
旨
と
意
義
に
賛
同
し
新
た
に
入

会
を
決
意
さ
れ
た
方
々
に
よ
る
、

三
十
余
名
で
奈
良
支
部
が
発
足
致

し
ま
し
た
。

渡
辺
武
会
長
は
じ
め
高
瀬
事
務

局
長
、
中
根
常
任
理
事
、
そ
の
ほ

か
の
府
連
役
員
の
方
々
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
大
阪
府
連
の
会
員

と
し
て
毎
年
大
会
に
参
加
し
て
き

た
私
が
、
今
回
は
来
賓
と
し
て
参

加
し
挨
拶
を
述
べ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

協
会
歴
五
六
年
に
な
る
私
は
入

会
し
た
年
に
参
加
し
た
第
四
回
大

会
以
来
、
協
会
と
そ
の
周
辺
の
幾

多
の
歴
史
の
変
遷
を
目
の
当
た
り

に
し
て
き
ま
し
た
。
発
言
の
中
で

も
強
調
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
つ
の

チ
ャ
ン
ス
と
努
力
が
有
れ
ば
福
岡

県
連
や
他
の
幾
つ
か
の
例
の
よ
う

に
飛
躍
的
な
前
進
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

可
能
性
を
見
出
せ
た
府
連
大
会
だ
っ

た
と
確
信
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
一
年
、
支
部
強
化
が
ど
れ
だ
け
で
き
る
か

―
五
五
回
大
会
を
振
り
返
っ
て
ー

大
阪
府
連
会
長

渡
辺

武

福
岡
や
東
京
の
活
動
に
学
ん
で
大
き
な
府
連
を

大
阪
府
連
副
理
事
長

松
尾

豊
（
東
京
在
住
）

府
連
大
会
に
参
加
し
て

奈
良
支
部
長

廣
田
仁
吉


